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本県の切花ダッチ。アイリスは田原本町を中心に生産さ

れ 生 産額は関西市場において第2位 を占めている。

1977年 以来当地域において,ダッチ・ァィリスが腐敗枯

死する症状力魂 生 し,軟 腐と呼ばれ問題となった 現 地

では球根奏成を行い,そ の球根を用いてハウス内で促成

切花生産をする教培体系をとっている し たがって一度

本FI状が発生すると,適 切な防除ながないため,Ir根 養

成闘では競滅的な被害を受けすまた保菌球を本固に持ち

込むことになる 筆 者らは本症状の原因究明を行った結

民  4カ 。■リヮ4og属菌によって引きおこされる高害で

窒そ1,星盟魯宅告堂浩雪右曇皆爆名F奮を手曇虚富暑
性質ならびに防除試験の結果を報告する

1 発 生時期および病徴

本病は球根養成圃j促成本圃を通 じて発生する 発 病

時期は,球 根震成回において定植後の10月に若千認めら

れ 冬 期は進展せず3月以路急速に進展する 促 成水団

では定植直後から認められ,出 奮期までに枯死する 球

根養成圃での発病様相は,坪枯れ状または水路にそって

発生する (第1図) 促 成本圃ハゥスではほ湿地に発病

が多く ハ ウスのサイドの畝から初発生が認められるこ

とが夕t  ヽい 2図 )

病欲は根において初期一部が淡掲色となり し だいに

あめ色に軟化腐敏する 賓 においては初期葉先が釘 ヒし

次いで表全体が黄化枯死する 地 際部の喜および葉身は

水浸状に軟仙菌敗し,黄 化した殊を引っばると球ほの根

盤上部から簡単|てぬける (第3図 )

2 病 原菌の分離および病原忙

画場から採取した罹病株の葉鞘喜部 担 盤部.根の病

江部から菌の分離を行った 殺 菌した安全かみそりで病

斑部を切り取り,裁菌水で数回沈津した後,素寒天培地

第2図  本 圃での発病状況

第 3図 地 際部業身の病欲

第 1図  球 根窪成細での発病状況

,本報告の一観を先の日本積親京理学ま
)面

匿寅害虫研究習とおいて発表した。
■キ現高田農紫改良普及所 な革を現天理農集普及所
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に置床し 25℃ の[温 器に静置した 4-5日 後仲長し

てきた菌携先瑞部を培地ごと切り取り分離した 紋 害林

の罰立ごとに分離を行った結果す瑛輸基部の使全部との

塩から無隔ほ菌ネが高頻度で検出され,根部および枝盤

部からは F rsa″″″ 属 菌など多数の菌が横出された

(第1表)。

第1表  ダ ッチ。アイリス黄化丙敗症状ネからの糸状菌の

分離結果

離菌の同定を依頼 したところ,本菌は ■″卯Dゅ“S

属菌と同定された

3 生 育培地および生育温度

ダイコン煎汁培地 (ダイヨン被部201夕に水を力nえ30

分煮沸後ろ過し1″とし本天15夕加え成菌したもの 以

FRA培 地)で 水菌を10日培養した後 伸 長した菌叢を

直径lmの Jル クポーラーで打ち去き`各種培地に接種

した 供 試した者地はRA特 地,ジ ャガイモ煎汁デキス

ト。―ス寒天培地 (以下PDA塔 地)、 V-8ジ ュース

を地jダッチ・アイリス培地〈ダッチ アイリス球lF200′,

水1″j寒天15′)、コーンミール寒天岩地似下CMA

培地〕`ツ ァペック培地 (以下CZA培 地))上 壊浸出

液培地jス寒天指地の8種類を用いた 水 菌を_し記の培

地で24℃条■下でも差 し,24時間当りの菌糸伸長と光学

顕微鏡 100倍視野当りのIl l砲子形成数を測定 した

培地の種類別生育では RA特 地,V-8ジ ュースを

地 ダ ッチ・アイリス培地で良好を生育を示した PDA

培地では■育速度はやや運かったが 菌 叢は [記の培地

より密であった CMA培 地以下の培地では菌叢は粗で

あった 卵 胞子生産はRA培 地.PDA培 地で多く そ

の他の岩地では少なかった (第3表)

第3表 各 種培地_,f`おける菌糸仲長と卵他子形成

分離部位   供 試切片数

葉踊 (健全部 との的

根盤部

根

10

10

10

10

3

0

０

　

９

　

１４

1)A:ll隔 慎菌糸

Fを Fr4F44″加 属菌ほか糸状菌

lH時に各部位の切片を光学鯨徴鏡観察したところ 組 織

内に無隔膜菌糸と卵胞子が多数認められた。

以上の結緊から無隔膜菌糸が病原菌と推定されたので

病原性校定に供 した 上 記の分離 したlF偏膜菌 3菌 体を

PSA培 地 (LFI径9 Cntン|― レ)で 2ざC7日 間培養 し

菌まを培地ごと約 1‐角に切り取り,1バ ット (40メ60

X10伽)当 たり1シ ャーレずつ水中に接種した サ(試作

物はダンチ°アイリ不 (アイデアル),ホ ウレンツウ (キ

ングオブデンマーク)iエ ンドウすエンバクを用いた

オートクレープ殺菌上をビ‐ルポットに充填し,ポ ット

当たり5個体を鶴種 (定箱)し た ビ ‐ルポットは上記

バットの減菌木に置床し 底 部給水によつて菌控種を行

いぅ恒温室内 (18～250に 放置した 接 極試験の結果

ダッチ・アイリスは,発チ直後から≧案3～ 5伽イH長時ま

でに葉先が黄化し 接 極25日後までに全体が発末 した

その葉鞘部から菌の分離を行ったところぅ接種菌が再分

離された 他 の作物および無接種区では変化が認められ

なかった (第2表 ) 大 阪府立大学一谷夕喜郎相士に分

第2表  ダ ッチアイリスはか作物への接種結果

R A

P D A

V - 8 A

アイリスA

C rvIA

CZA

上壌浸出液 A

WA

1)生 高速度 :れ核 day

2)卵 施子形成×100倍視野導り

十■+ 1 7 0個 雄

十■ 130～ 69個

十 129個 以下

同様にしてRA培 地で培養した本菌を直径 1伽のコル

クボーラーで打ち技き。RA培 地に接種し0～ 35℃まで

8段階に温度設定した恒温器内で培差 して,2時 間当り

の菌糸神長を測定 した

その結果水菌の菌糸伸長温度範囲は5～30℃で,最 適

生育泣度は25c前 後であった て第4図 )
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第 4国  各 温度条件下での 1日当り菌そう伸長畳
ヤRA増 地

4 防 除試験

本圃防除試験

試験地は口原水町東井上の現地発病画場で,裁 培品種

はアイデアルを供試 した な 圃における防除法として,

臭化メチル利と太陽熱利用による上壊消彗を用いた 臭

化メチル剤は地表面をポリエテレンフィルムで舷覆し

10″ 当り50k9処 理した。太陽熱利用による土捜消毒は,

地表面をピユル被覆 し,一 時絡水後 1982年 の7月 15日

から8月 23日まで/ ウヽスを密閉 した 発 病調査は前年度

発生位置を中心に,ハ ウス内3か所合計300株 について

行った

第5表  球 根婁成同における薬却防際効果 (1982年 )

球根養成圃防除試験

1)1982年 の試験地は日原本町束チ上で 栽 塔品種
はナショナル・ベルベットを供載した 初 発生を確認後
1月27日から3月20日まで6回 各 葉剤の所定濃度を古
当り3″かんとした(キノンドー粒剤は散社) 1区 3
古 5達制

2)1983年 ?試 験地は□原本町大木で,裁 培品種は

アイデアルを供試した 3月 1日から4月 7日まで3回

各案剤の所定濃度を高旨 り3″かんとした 1区 15古

3連制 1), 2)の 試験ともに発病は葉先が黄化し,

ほとんど抵抗なく根盤上部から拡き取れるものとし調査

後発病林は圃場外に持ち出した。

本圃の上壌消毒の効果は,ハ ウス密閉による太陽熱土

壊消章 臭化メチルともにF‐い防除効果が得られだ。切

花末期の1月 11日調査においても発病林は極めて少なく,

第4表  本 国の上壊消喜による防除効果

処 理 期 間 発信挑報勧

″    重    12月 25日 1月 11日

太幽 理  7月 15日～3月 22日

臭化メチル剤   5昧 9/10ク

無 処 理      ―

0    0 3

0    1 7

4 3    2 1 5

■球根植付 1鶴2年 10月 3日

発 病 株 率 吻
供試薬剤 使用濃度 裕病株率(%)

2月 9日 3月 2日2月 27日 4月 13日

ダイホルタン水和剤

オーンサイド ″

リドミツレ   ″

タチガレンヨ抑

ノヾンフイフレ ″

キ′ンドー粒剤

無散布

1 0 0 0

8 0 0

1 5 0 0

1 0 0 0

2000

40R9/10″

1 6 2

2 0 6

1 9 4

1 9 8

1 5 4

2 0 6

1 6 8

3 7 3

4 0 2

4 1 9

3 8 2

3 2 1

3 6 8

3 9 5

7 4

5 6

8 4

7 4

5 2

4 2

7 6

6 0

7 8

7 0

6 4

6 6

5 8

6 6

7 7

6 2

7 1

4 6

4 9

6 2

8 5

Ⅲ球根植付 1981年 9月 25日

第6表  球 根養成励における薬剤防除効果 (1983年 )

発 病 株 率 の
供試薬剤 使用濃度 総病株率 (%)

3月 23日 4月 7日 4月 28日

ア リエッティ水汗D剤

アリエッテ ィC″

ダイホルタン ″

ダつニール  ″

ユーパ レン  ″

′`ンフイフレヨL41

無散布

1 0 0 0

1 0 o o

8 0 0

8 0 0

0 0 0

1 0 0 0

2 0

3 0

5 0

3 9

4 4

3 7

1 2 8

4 7

6 6

1 6 3

1 1 3

7 3

5 4

2 0 2

1 2

l o

4  1

3 1

0 9

0 7

2 o

1 5

2 6

7 2

4 3

2 0

1 0

5 4

■球根植付 1982年 9月 23B
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実用効果が認められた (第4表 ) 球 根養成胸では1982

年 1月末の初発と確認後に薬剤処理を開崎 したがす病勢

進展が急速で 6回 の処理にもかかわらず.供 試した6

薬剤はほとんど防除効果がみられなかった (第5表 )

1983年 の試験では,初 発生確認後の3月 1日から3回

の票剤処理を行 った結果,ア リエッテイ水和剤,バ ンツ

イル乳剤,ア リエッテイC水 和剤,ュ ーパ レン水和剤の

処理区がやや発病を抑制する傾向がみられた (第6表)。

考   察

ス771″″oり ●0呂 菌は無仕世代に逆定子 ,有と世代に

蔵卵器と蔵精器の接合によって卵胞子を生ずる水生菌の

一種である コ ″卯りり御 属菌には水と動物やミジン

暑畳岳最言骨違そ畳是骨岳鶴骨霊督景骨!キ払晶雷埠橘極
となっているものは,ア プラナ科野菜根部病官の病原菌

И っ れ“̀ エ ンドウ根腐病の 4夕 ″筋あa テ ン

サイ立枯病の /1 oo協 肋脇  の 3種 である 筆 者ら

は四原本町においてすダッチ・アイリスの剤 U菌敢林から

ス″″″。理 ●●J 属 菌を分離し,接種試験の結鳥 病原菌で

あることを確認した ス″″"″プ守 属菌によるダッぇ
・

アイリスの病言は本邦末記載であり`新 病害として黄化

腐敗病と呼称することを提案した 本菌はダッチ ア イリ

スのみを侵害し,供 試 したエンドウ,ホ ワレンツク,ユ

ンパクに病原性を示さすす種の同定は今後に残された大

きな問題である

本菌はRA増 地 PDA増 地で良町な生育を示し,卵 胞

子生産も多い,菌 系は無色で隔慎を欠き,培 地上の菌受は

白色で気中菌糸多く綿毛状となる RA岩 地上での菌糸|の

生育担使範囲は5～ 30℃で,最 適生育潟rFFま2げc前後で

あった

本病の防除対究として本固においては,具 化メチル剤

や太陽熱利用による■壊消者の効果が高 く,実用とが認

められた し かしながら,ハ ウスのサイド側から若子の

発病が認められることから ハ ウス外部からの再活染が

考えられた 球 根注成画では供試 した業剤の中では ア

リエッティ水和剤,パ ンフイル,剤 力Sやや発病を軽減す

るようであったが,そ の効果はなく実用とはないものと

思われた な 試験では発売初期から菜剤処理を開始 した

が,こ れはすでに扇原菌の懸楽が完了 した後の処理と考

えられる し たがつて菜剤による防除は肩原菌の感染以

前の。球根植付直後の処理が必要と思われ,今後ひき続

き 有 効薬剤の検索と処理時期について検討したい

田原本町の施設す球根養成画のダッチ・アイリスに

“フたo″o,74■属菌による病害が発生しす置大な紋害を

およぼした

1 病 徴は根においてあめ色に腐敗し,棄 では葉先か

ら黄化枯死する 地 際部業身は水浸状に腐敗する

2 本菌はダッチ・アイリスのみに病原性を有し,エ ン

ドウjホ ウレンツウjエ ンタ`クには病原性を示さな

かった

3 RA塔 地 PDA指 地で良好なと育を示し,卵 胞

子も多数生産された

4 RA塔 地上での菌糸伸長温度範囲は5～30℃で

最適生育温度は25℃前後であった

5 防 際対策として具化メチフィ,太 陽熱利用によると

壊消毒の効果が高かった
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正   誤   表

訂 正 箇 所 誤 正

表 紙

6項 目 目
入室加温時間 入豊加温時期

P 1 6

図     面
第 13図

P2 6

左上から10行日
散光線 FRA 散光性 FRA

P31

右上から14行日
結露水流下種 結露水流下量

P33

右下か ら2行 日
第 2表 第 3表

P52

左下から5行 日
カン″ヾ ニュウ カンクヾ ニュフ

P 8 1

上 部 見 出 し
P79上 部参照

P33

上 部 見 出 し
塚本圭一

堀本圭一

P 3 3

第 1図 経 盗部
遊走 数 遊定子数


